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要約 

 本研究では、知的障害のある児童生徒が在籍する特別支援学校及び特別支援学級におい

て、教育課程に位置づけることができる「各教科等を合わせた指導」について検討した。

府内の特別支援学校 11校及び山城教育局の小学校・中学校から各 1名ずつ研究プロジェク

トメンバーとして集め、「各教科等を合わせた指導」の課題及び課題解決につながる検討を

進めた。各校の「各教科等を合わせた指導」の課題の検討を進める中で、「各教科等を合わ

せた指導」の捉えを明確にするための研修及び各校で取り組まれている「各教科等を合わ

せた指導」の授業について共有し、研究を進めた。 

 これらの研究内容を「各教科等を合わせた指導ガイドブック」として作成し、府内の特

別支援学校及び特別支援学級に向けて配布することで、各校の担当者が活用することを目

指した。 
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１ 各教科等を合わせた指導とは 

学校教育法第 72 条には、「幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施すとと

もに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を授

けることを目的とする」と特別支援学校の目的が規定されている。 

知的障害のある子どもたちが在籍する特別支援学校及び特別支援学級においては、A～D

段階で発達を示し、各学校の教育目標に照らし合わせ、個々の教育的ニーズに応じた教育

課程を編成している。 

「各教科等を合わせた指導」は、知的障害のある子どもの教育の独自の指導形態であり、

知的障害の特性を踏まえた効果的な指導である。児童生徒の知的障害の状態や経験等に応

じて、具体的に指導内容を設定するものとされている。 

知的障害のある児童生徒の教育課程は、児童生徒の障害の状態等に即した指導を進めるた

めに、「教科別の指導」「領域別の指導」「各教科等を合わせた指導」（学校教育法施行

規則第 130 条第２項の規定）の３つの指導を適切に組み合わせた構成となっている。 

「各教科等を合わせた指導」の代表的な形

態としては、「日常生活の指導」、「遊び

の指導」、「生活単元学習」、「作業学習」

として実践されてきている。 
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 障害のある児童生徒は、学習によって得た知識が断片的になりやすく、実際の生活の場

で応用されにくいことや、成功体験が少ないことなどにより、主体的に取り組む意欲が十

分に育っていないこと、実際的な生活経験が不足しがちであることから、実際的・具体的

な内容の指導が必要である。こうしたことから、特別支援学校及び特別支援学級では、「各

教科等を合わせた指導」が重視されている。 

 教育課程編成届出書によると、京都府のすべての特別支援学校において、時間数の差は

あるが、「各教科等を合わせた指導」が実施されており、「各教科等を合わせた指導」を

中心に教育課程を編成している学校も見られる。 

 

２ 方法 

本研究では、研究助言者として佛教大学教授菅原伸康氏を招聘し、特別支援学校及び山

城教育局管内の小学校・中学校から 1名ずつを依頼し、１３名の研究協力員を集めた。 

知的障害のある児童生徒が在籍する特別支援学校及び特別支援学級における「各教科等

を合わせた指導」の現状及び指導の実際を把握し、各校の課題を明らかにし、分析を進め

た。 

京都府としての課題を明らかにした上で、研究協力員を対象に学習指導要領の見直し、

菅原教授による「各教科等を合わせた指導」の知見や全国的な取組等などの研修や情報収

集を通し、「各教科等を合わせた指導」の捉え直しを進めた。 

その上で、研究協力員が実際に行っている「遊びの指導」と「生活単元学習」の授業を

サンプルとして挙げ、学習指導要領で示された「考慮する点」を参考に授業検討を進め、

そのサンプルの授業及び検討内容を「各教科等を合わせた指導」の授業モデルとし、これ

らを府内に発信することを目的とした。 

 

３ 課題の分析 

府内の特別支援学校、山城教育局の小学校・中学校から研究協力

員が担当している学部・学級の週程表及び学習指導案等を参考に、

「各教科等を合わせた指導」の指導の実際について交流を行った。 

交流後に、自由な発想で課題をできるだけ多く挙げてジャンル分

けを進め、キーワードごとに課題をまとめて分析を進めた。 

 研究協力員からは、 

 実際の教育課程と「各教科等を合わせた指導」の運用との整合

性 

 教育課程の概要にはない学校独自の枠組みでの運用 

 「各教科等を合わせた指導」の教育課程上の曖昧な位置づけ 

 「各教科等を合わせた指導」において、踏まえなければならないポイントのわかりにく

さ 



等の具体的な課題が挙げられた。各校において「各教科等を合わせた指導」についての共

通理解が難しいとともに、独自の考えで「各教科等を合わせた指導」を展開している学校

も見られる現状が明らかになった。 

 また、京都府が歴史的に大切にしてきた視点や次世代に伝える視点を融合させた「各教

科等を合わせた指導」を確立していく必要性がまとめられた。これらの課題を受け、 

  ア 「各教科等を合わせた指導」の理解 

  イ 「各教科等を合わせた指導」の授業モデルの発信 

の 2点について、研究をとおしてまとめることとした。 

 

4 研究内容 

 （１）「各教科等を合わせた指導」の理解 

    府内の特別支援学校のほとんどでは、特別支援学校教諭免許状を保有しているも

のの、京都府全体で特別支援学校及び特別支援学級において世代交代の時期である

ことが影響し、特別支援教育に携わった経験年数が少ない教諭が多い傾向にある。

したがって、学習指導要領を参考に知的障害の理解を促す情報発信が必要であると

考えた。 

学習指導要領によると「知的障害を踏まえた効果的な指導である」と示してある

が、「各教科等を合わせた指導」が教育課程上に位置付けられているものの、実際に

どのような授業を「各教科等を合わせた指導」で行えばよいのか分かりにくいとい

う課題が挙げられた。その現状から、「各教科等を合わせた指導」の目的を明確にし、

府内全体に捉え直しを図る必要性があると考えた。 

そこで、学習指導要領の中で、「各教科等を合わせた指導」に関連する内容を抽出

し、まとめた内容を「各教科等を合わせた指導ガイドブック」として作成した。 

 

 （２）授業モデルの発信 

 「各教科等を合わせた指導」の課題の分析

から、「各教科等を合わせた指導」とはどの

ような授業なのかという具体的な授業像を

京都府全体で共有する必要があると考え、研

究協力員が授業モデルを発信するための検

討を進めた。 

ア 授業プレゼンテーション 

 研究協力員が各校で実際に取り組んで

いる生活単元学習と遊びの指導の授業サ

ンプルを持ち寄り、事前に記入したワーク

シート（表１）を参考に授業の様子のビデ
表１：授業サンプルワークシート 



オを活用しながらプレゼンテーションを行った。 

イ 「考慮する点」を参考にした授業検討（表２;授業検討での活用ワークシート） 

 「考慮する点」を踏まえた授業検討では、授業改善の工夫や新たなアイディア

を有することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ レーダーチャート 

＜研究協力員の感想＞ 
 授業モデルを整えていくにあたり、「どのような子に」「どんなねらいをもって」というと
ころがはっきりしていなければいけないと思います。 

 子どもの状態に幅があってもできるということで、個々の子どもがどんな課題で、どう頑
張って、どう成長したかが曖昧にならないようにしなければいけないと思っています。 

 生活単元学習の中で、行事の練習に取り組むという授業モデルをきかせてもらい、自校で
も考えていきたいと思いました。                       等 

表２：授業検討での活用ワークシート 



 授業の特徴を明確にするために、考慮する点の項

目の大きさで一見して比較できるレーダーチャート

を作成した。 

 考慮する点を項目として、それぞれの授業モデル

について「各教科等を合わせた指導」の特徴を検討

した。 

 授業モデルとしてアピールできる考慮する点の項

目から点数化し、その点を基準にその他の考慮する

点の項目について点数化した。あくまでも授業の特徴を表すレーダーチャートを作成す

ることをねらいに、授業者の自己評価を中心に、点数化を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のステップで、授業検討を進め、検討された内容を含めたシートを作成し、それを

授業モデルとして「各教科等を合わせた指導ガイドブック」に組み込んだ。 

  参考  授業モデル 

 指導の形態 授業名 児童生徒 

１ 遊びの指導 ゆうびんはいたつのホネホネさん 小 

２ 遊びの指導 なつまつり 小 

３ 遊びの指導 新聞紙で遊ぼう 小 

４ 遊びの指導 おみこしワッショイ！ 小・中・高 

５ 生活単元学習 スポーツフェスタ２０１３ 小 

６ 生活単元学習 のりものらんどをひらこう 小 

７ 生活単元学習 ゆうびんやさんになろう！ 小 

８ 生活単元学習 クリスマスツリーを作って、販売しよう 中 

９ 生活単元学習 学園文化祭（太鼓）の発表に向けて 中 

10 生活単元学習 高校生の交流会を盛り上げよう 高 

11 生活単元学習 全校たてわり活動 高 

12 生活単元学習 
みんなを助けるテレビ番組を作ろう（火事・洪水・
地震） 

高 
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５ 今後に向けて 

 本研究において、「各教科等を合わせた指導」の課題を明確にした。課題を受けて、「各

教科等を合わせた指導」の理解を進め、各校で実際に取り組まれている授業をサンプルに、

学習指導要領で示してある「考慮する点」を踏まえて検討を進め、授業をモデル化した。 

 これらの研究から、「各教科等を合わせた指導ガイドブック」として作成し、府内の特別

支援学校及び特別支援学級に向けて配布した。 

 この「各教科等を合わせた指導ガイドブック」により、特別支援教育に携わった経験年

数が少ない教諭や若手教諭等の知的障害に関する理解が進むとともに、自立と社会参加を

目指した授業の充実に役立てられればと考える。 

 今後の課題としては、 

 「各教科等を合わせた指導」は教育課程上の位置づけが曖昧になっているためわかり

にくい。 

 各校の独自性があっても、名称等を明確にすることで、学校同士が実践を高め合える

のではないか。 

の２点は研究協力員の特徴的な意見である。 

 これらの言葉が意味することを十分に踏まえ、「各教科等を合わせた指導」の教育課程上

の位置づけを明確にするための研修の企画を行い、府内の特別支援学校同士だけではなく、

特別支援学級ともつながりを広げていけるよう、今後役割を担いたいと考える。 
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